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　ヒトを含む哺乳動物では、加齢とともに様々な組織の機能が低
下するが、その原因等、実態は不明な点が多い。老化細胞研究プ
ロジェクトチームでは、細胞レベルでの老化の観点から、加齢現
象の解明を目指している。 
　生体において細胞老化を起こした細胞（老化細胞）は、加齢と
ともに様々な組織で蓄積することが知られている。しかしながら
加齢に伴う生体機能の変化に、老化細胞がどの様な役割を持つの
かについては不明であった。近年、老化細胞がSASP 
(senescence-associated secretory phenotype) を介し、非細
胞自律的に組織機能に影響を及ぼすことが指摘され、組織老化と
細胞老化の関係が改めて注目を集めている。 
　老化細胞研究プロジェクトチームでは５年間、細胞老化のメカ
ニズムと生理機能について研究を行ってきた。特に最近では、呼
吸器の加齢性変化における老化細胞の役割に着目し、モデルマウ
スを用いて解析を進めてきた。本報告会では、我々が樹立したモ
デルマウスから得られた知見について紹介し、今後の展望につい
ても議論したい。 
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